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It chose on the theme of the contemporary social problem. The teacher in charge introduced 
the report of a newspaper or a magazine first. The analysis and the interpretation from an 
original special position were carried out. It asked for students considering a social problem 
with party-concerned consciousness. Furthermore, it aimed at having the opinion of one.  
In this paper, it is based on "the research (1) on self-understanding of a college student and the relation of 
social recognition" which pursued the meaning of education in humanities theoretically. The result of the 
questionnaire to an attendance student was analyzed. In particular, analysis of social recognition of a 
college student was conducted.  
In time called a college student, realistic selection and determination are imminent as a subject in 









































































































































表 1 基本的属性 
     学年 
学科 
１ 2 3 4 合計 
メディア画像 30  3 0 0 33 
ナノ化学 12 1 0 0 13 
建築 0 0 24  3 27 
システム電子 26 0 0 0 26 
コンピュータ応用 26 1 0 0 27 
光情報 0 0 27 6 33 
画像 0 0 8 3 11 
応用科学 0 0 0 10 10 
電子情報 0 0 7 3 10 
合計 94 5 59 25 185 
調査日の出席者 185 名の回答が得られた。主な内
訳として、1 年生が 57.4％と 6 割近くであり、3 年
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「あてはまる」82 人（44.8％）を含む 129 人（70.5％）
が該当側で多いが、反面「自分のやりたいことがで























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 不安や悩みの有無については表 5 にまとめた。 
表５ 不安や悩みの有無（N=181） 
不安や悩み 1 年 2 年 3 年 4 年 計 
もっている 80 4 59 19 162 
もっていない 7 1 7 4 19 
不安や悩みをもっているは 89.5％である。もって








表 6 どのような悩みか（N=162) 
  該当者 １・２年（％） ３・４年 
将来の生き方 91（49.2） 48（53.8） 43（47.3） 
進路について 81（44.7） 32（39.5） 49（60.5） 
自分の能力について 56（30.9） 28（50.0） 28（50.0） 
異性や恋愛について 42(25.9) 26（61.9） 16（38.1） 
勉学について 39(24.1) 24（61.5） 15（38.5） 
友人との対人関係について 23(14.2) 15（65.2） 8（34.8） 
性格について 19(11.7) 15（65.2） 4（21.1） 
経済問題について 17(10.5) 6（35.3） 11（64.7） 
健康について 15(9.3) 10（66.6） 5（33.3） 
家族や家庭内の問題について 11(6.9) 7（63.6） 4（36.4） 
ダイエットについて 8(4.9) 3（37.5） 5（62.5） 
社会問題について 5(3.1) 2（40.0） 3（60.0） 
その他 9(5.6) 5（55.6） 4（44.4） 





て」（該当者ベース 91 人 56.2％）である。その内訳
をみると、下級生 48人（52.7％）上級生 43人（47.3％）
と学年差が大きい。次に「進路について」（該当者
ベース 81 人 44.7％）は、下級生 32 人（38.3％）上
級生 49 人（60.1％）と学年差が大きい。さらに「自
分の能力について」（該当者ベース 56 人 30.9％）と
続くが、下級生 28 人、上級生 28 人と学年差はみう
けられなかった。「勉学について」（該当者ベース 39











 不安や悩みの対処に関しては表 7 に記した。 
表７ 悩みの対処（N=161） 
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